
　高麗橋は、慶長9（1604）年には擬宝珠（ぎぼし）をもつ立
派な橋であった。城下町である船場地区への交通に不可
欠なこの橋は、大坂城が完成する天正14（1586）年頃には
すでに慶長9（1604）年頃の橋の前身が架けられていたと伝
えられる。
　橋名は、朝鮮からの使節を迎えた迎賓館「高麗館」に由
来するものと、豊臣秀吉が東横堀を開削し橋を架けた当
時、高麗との貿易が盛んだったことからという説がある。高
麗橋筋は元禄時代から呉服商や両替商、糸屋などさまざま
な職種の店が軒を並べ、人々の往来が絶えない交通の要
所だった。また幕府が直接管理する公儀橋の中でも特に重
要視する橋として、西詰に幕府の高札が立てられた。明治
に入ると里程元標（りていげんぴょう）がおかれ西日本の主
要道路の距離計算の起点となった。
　明治3（1870）年、橋はイギリスから輸入した鉄橋に架け
換えられ、「鉄橋」とか「くろがね橋」と呼ばれ親しまれた。
　現在の橋は、昭和4（1929）年に鉄筋コンクリートのアーチ
橋に架け換えられ、欄干には青銅製の擬宝珠や親柱に角
櫓（すみやぐら）が付けられている。

高　麗　橋〈東横堀川〉こうらいばし●Korai-bashi

　平野橋は、大坂城築城からそう遅くない時期には架けら
れていたといわれる。江戸時代、平野橋の東側（内平野町）
に「神明神社（しんめいじんじゃ）」（現在は大正区に遷座）、
西側（淡路町）には「御霊神社（ごりょうじんじゃ）」があり、そ
の門前町として賑わっていた。当時、この通りで定期的に開
かれる夜店は、大阪の名物の一つになっていた。
　橋や町名の由来は、御霊神社の祭神・早良親王（さわら
しんのう）が京都の平野神社に祀られていたことから、この
界隈が平野と呼ばれるようになったと考えられている。
　明治31（1898）年に木橋から鉄橋に架け換えられたが、
橋の規模は江戸時代とあまり変わっていない。
　現在の橋は、第一次都市計画事業に基づいて、昭和10
（1935）年に架け換えられたもの。橋の設計には建築家の武
田五一（意匠）が加わった。アーチ部材が非常に小さく連続
鋼逆ランガー桁といわれる、当時としては世界的にも珍しい
技術が使われた。また欄干には扇の模様がシンプルに描か
れ、デザイン的に洗練された印象で、ドイツの橋梁専門誌に
取り上げられた。

平　野　橋〈東横堀川〉ひらのばし●Hirano-bashi

20 21

Chuo Ward
River & Bridge16 Chuo Ward

River & Bridge17




